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宇宙で最初に誕生した星の正体に迫る［H．UmedaandK．N。m。t。，Nat。re2003＝4月24日号掲載】

宇宙の元素は、ビッグバンで水素とヘリウムが作られた後は、大部分が星の内部で合成されます。
したがって、宇宙で最初に誕生した第一世代の星には、炭素より重い元素が含まれていないはず
です。昨年、宇宙で最も鉄の含有量の少ない星が発見されました（写真矢印）。水素との比でい
うと鉄が太陽のわずか20万分の1しかないという第一世代に限りなく近い第二世代の星と思わ
れます。さらに、この星の元素の組成は、非常に特異なパターンを示します。これを超新星の内
部の元素分布（図右）と比べてみた結果、宇宙の初期ではブラックホールを作るような大質量の
星の爆発が多くおこっていたという結論が得られました。

（関連記事－ト本誌P．16－25）
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平成 15年度 理学系研究科カレンダー ―
―

4月

夏学期授業開始

入学式 (日本武道館)

第 3回公開講演会 (農学部弥生講堂)

4月 7日 (月 )

4月 11日 (金 )

4月 25日 

“

螢)

5月

教職員・学生交歓会 (小石川植物園)

五月祭

5月 26日  (月 )

5月 31日 (土)～ 6月 1日 (日 )

α
υ

総合博物館 「 ニュー トリノJ展 6月 20日 (金)まで

7月

大学院修士課程願書受付

夏学期授業終了

7月 10日 (木)～ 7月 16日 (水 )

7月 18日 (金 )

8月

大学院修士課程入試

大学院修士課程入試

(筆記)

(口述)

8月 26日 (火)

8月 27日 (水)～ 9月 5日 (金 )

Ｏ
υ

夏学期試験 9月 日 (月 )～ 9月 30日 (火 )

10月

冬学期授業開始 10月 1日 (水 )

０
乙

冬学期授‐業終了

御用納め

12月 22日 (月 )

12月 26日  (金 )

1月

御用始

冬学期授業開始

冬学期授業終了

冬学期試験

1月

1月

1月

1月

5日

5日

26日

27日

(メ])

(月 )

(月 )

(火)～ 2月 16日 (月 )

3月

卒業式

学位記授与式 (大学院)

3月 25日 (水 )

3月 26日 (木 )

*大学院入試については、以下のホームページをご参照下さい。

httpノ/www.s,u tokyo.acjp/nyu/nyu.html
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岡村 定矩 (おかむらさだのり)

略歴

天文学専攻教授。平成 3年より理学部

教授。平成 12-14年 度東京大学評議

員。専門は、銀河天文学/観測的宇宙論。

銀河の定量分類、銀河 。銀河団の構造

と進化、観測的宇宙論 (宇宙の距離尺

度)、 天体画像処理システムなどの研究

を行っている。

このたび佐藤勝彦先生の後を

受けて大学院理学系研究科長・理

学部長を相務めることになりま

した。任期の初めの一年は国立大

学 としての最後の一年、次の一

年は国立大学法人としての最初の

一年という、我が国の国立大学が

経験する未曾有の大変革期に遭遇

することはほぼ確実になってきま

した。理学系研究科の全構成員の

皆様のご協力を得ながら、この変

革の中で明るい未来へつながる種

を少しでも蒔けるよう、微力なが

ら全力を尽くしたいと考えていま

す。

われわれ大学院理学系研究科・

理学部の教育研究を一言で言えば

「自然の仕組みJを理解すること

です。今から約 140億年前のビ

ッグバンで誕生した宇宙の中で、

元素が作られ、星が生まれ、多数

の銀河ができました。その一つの

銀河の中に生まれた星、太陽、そ

の第 3惑星に誕生したのが人類で

す。幸運なことに、奇跡ともいえ

る進化の結果人類は、このような

世界の姿を認識し、それを生んだ

普遍的な自然法則を理解する能力

を獲得しました。この人類が獲得

した能力を最大限に活用して、自

然に関する素朴な疑問や驚きをそ

のまま学問へ、研究へ、さらには
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感動へとつなげる役目を担ってい

るのが理学部です。

新しい世紀に入ってはや 3年が

経ちました。 20世紀は、科学の

世紀とよべるほど、自然の仕組み

の理解が飛躍的に進んだ世紀でし

た。その科学の成果に基づいて、

人類の生活を便利で豊かにする

様々な技術が開発され、生活様式

が一変しました。その結果人類は、

地球という天然の惑星の環境すら

変えうる存在になりました。それ

はかつてどの生物種も経験しなか

った事態と言えるでしょう。 20

世紀の後半には、技術開発が環境

変化に与える悪い側面のほうが顕

著になったために、「科学の発展

は人類に益よりも害をもたらすJ

という見当違いの論理も台頭して

きました。そのような論理がある

種の説得力を持つほど事態は切迫

しているのかも知れません。実際、

これ以上の発展と繁栄を諦めたと

しても、人類はこの惑星に悠久の

生存を続けることが確実とは言え

ません。環境との相互作用が十分

理解されていないために、今後人

類に降りかかってくる事態を予測

することは次第に難しくなって来

ています。

理学部で学ぶこと、そして大学

院理学系研究科で行われている研

究のほとんどは、研究者の多様な

知的好奇心から発するもので、日

先の応用を第一目的とするもので

はありません。そもそも「理学 J

という言葉は、自然科学の基礎

研究分野の総称として用いられま

す。しかし、多くのすぐに役立ち

そうな応用研究のアイデアの源が

基礎研究にあることも事実です。

基礎研究はその意味では、応用研

究を育てる畑といえるのかも知れ

ません。一方で、基礎研究の中に

は、一見何の役にも立たないよう

な研究も多数あります。私は、普

遍的な自然法則の解明を目指す

理学研究こそが、人類の将来に起

こる未知の事態に対処できる知恵

を、継続的に生み出してゆく源に

なっていると信じています。自然

の仕組みをより深く知る努力を不

断に行うことによってしか、人類

の存続の展望は開けません。大学

院理学系研究科 。理学部の憲章の

冒頭には、この「知の創造と継承J

が高らかに謳われています。

理学研究の意義は、人類の物理

的存続への貢献のみにとどまるも

のではありません。自然に対する

探求心はまさに人類を人類たらし

める知の営みです。その知の営み

の集積が我々の文化の重要な部分

を形作っているのです。また、自

然の謎を少しづつ少しづつ明らか

にしてゆくこと、そしてその営み

に自らが参加できることに大きな

感動を覚える人は少なくありませ

ん。理学研究にはこのように、芸

術とは違った側面から、人々の心

を奮わせて、感動と生きる力を与

える役割もあるのです。

東京大学大学院理学系研究科 。

理学部は、理学における最先端の

研究と専門的教育を通じた「知の

創造と継承Jによって、人類社会

への貢献を続けて参ります。理学

研究を発展させるには、研究者の

多様な知的好奇心を大切に育てる

以外に特効薬はありません。大学

の枠組みがどのように変わろうと

もこの基本原則は変わりません。

皆様のご理解とますますのご支援

をどうかよろしくお願い致 しま

す。
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平成 2年より、理学部教授。平成 5年度、

総長補佐。平成 910年度、物理学科長、

物理学専攻長。専門は、物性基礎論・

統計力学。非線形波動や可解模型を中

心に、相転移現象、結び目理論、ラン

ダム行列、ボース・アインシュタイン

凝縮、量子計算などの研究を行ってい

る。

この度評議員に選出され、本稿

を執筆することが初仕事となりま

した。東京教育大学光学研究所に

6年、筑波大学物理工学系に 2年、

東京大学教養学部に 10年、在籍

し、1990年に物理学教室に移っ

てきました。偶然にも、研究所、

工学部、教養学部、理学部とやや

異なる複数の視点から大学を見る

機会を持つことができました。大

学人として、大変貴重な経験であ

ったと思います。振り返ってみま

すと、この 10年は大学にとって

激動の時でした。実際には、これ

から 10年の方がより大きな変化

が起きると予想されます。そのよ

うな時期に、評議員という役割を

勤めることの責任とその重要性を

重く受けとめています。

理学系研究科では将来計画委員

長を仰せつかっていますが、実は

まだ委員長として一度も委員会を

開いていない時点で本稿を書いて

います。昨年度は人事委員会委員

を務めていました。そのなかで、

法人化後はどのようになるのであ

ろうか、という話題がしばしば登

場しました。多分、他の委員会や

各学科の教室会議でも同様な意見

交換があったと思われます。気が

付けば、法人化はもう日前に迫っ

てきています。決して自ら望んだ

ことではありませんが、この機会

ちだ
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をよりよい方向への出発点として

生かせるかどうか、は理学系研究

科 。理学部の将来をも左右するこ

とになります。伝聞や風説を含め

て不確定要素がまだ多い現状では

ありますが、適確な情報収集とと

もに早急に「法人化後の制度設計

と運用組織 」が検討されるべきで

あると考えています。将来計画委

員会にとって正念場の検討課題で

あると認識しています。

昨年度は、小柴昌俊名誉教授の

ノーベル物理学賞受賞という素晴

らしいニュースがありました。本

学理学部卒業生としては、 1973

年の江崎玲於奈博士に続く快挙で

す。また、ノーベル化学賞では、

3年連続で日本人研究者が受賞し

ました。暗いニュースが溢れるな

かで、国民全体を元気づける出来

事でした。ノーベル賞だけに注目

が集まるのは必ずしも公平ではあ

りませんが、着実に成果を積み上

げてきた我が国の基礎科学研究が

まさに国際的トップクラスにある

ことを示す分かりやすい証拠と言

えましょう。ノーベル賞受賞に関

する限り、この状況があと何年か

続くことは確実であると思われま

す。ただし、それらの成果はあく

まで “先輩達の遺産"であり、こ

れから更に発展を遂げるための環

境作りがぜひとも必要です。よう

やく花を咲かせはじめた基礎科学

の研究が、真の意味で我が国に根

づいて欲しいと思います。

大学も社会の一部であり、社会

の変動と独立ではありません。大

学においても、この 10年間で色々

な改革がありました。大綱化に

伴う教養課程の見直し、大学院重

点化などです。これらの総括が充

分に行われないうちに、法人化、

21世紀 COEプログラムに対する

準備が始まりました。この 1～ 2

年、多くの教官・職員は、それら

の「中期計画 」、「拠点形成計画

」の立案、申請書類作成に忙殺さ

れていたと思います。同様のこと

が、全国で行われていました。多

量の書類作成や各種の評価報告へ

の対応の中で、大学におけるアカ

デミックな雰囲気がなくなりつつ

あることに少し不安を感じていま

す。また、中期目標の中にある「効

率化」という言葉も気になってい

ます。

現在大学に対 して種々の要請

が寄せられつつありますが、大学

の基本的使命は、高いレベルの研

究遂行と、それに基づく教育の実

践にあります。理学系研究科・理

学部の誇るものは、その秀れた人

材であり、どのような変革が行わ

れようとも、人材育成に力をそそ

いでいきたいと思います。理科離

れ、学力低下が世間で言われるな

かで多くの優秀な学生諸君が本研

究科 。本学部に進学していること

に深く感謝しています。この状況

に甘えることなく、若い人達にと

って夢のある学究の場を提供し続

けたいと考えます。

大学の運営には、教官 。学生 。

職員間の信頼に基づ く協力がぜ

ひとも必要です。多くの難題が待

ち受ける現状ではありますが、そ

れらを乗り越える英知と活力が理

学系研究科 。理学部には充分にあ

ると確信しています。私自身もと

より微力ではありますが、研究科

長を補佐して理学系研究科のため

東京大学のため尽力するつもりで

す。お気づきの点などありました

ら、ぜひともご意見をお聞かせく

ださい。



東京大学大学院理学系研究科・博士学位取得者一覧

(2003年 2月～ 3月 )

*は論文博士を表します。

平成 15年 2月 17日 付学位授与者 (1名 )

物理  大 山   健  重心エネルギー 130GeV/核子での金 。金衝突における中性パイ中間子生成

5年 3月 10日 付学位授与者 (13名 )

山 本 光 晴  無限状態システム上の探索による検証とその最適化に関する研究
封 馬 洋 子  全球平均気温の年変動における放射フィー ドバック及び雲の影響の評価

浩 司  サンゴ礁生態系における群集生産と炭素循環
Yusuf Surachman助句adihardJa 東部インドネシア、セレベス海の構造発達―スラウェシ海溝沿いの沈み込み過程

とセレベス海盆の地震波層序

平成 1

1青幸風
*

地惑 *

地惑 *

地惑 *

化学 *

生牟|*

物理

物理

天文

地惑

地惑

地惑

生化

森

史

奥 島
米 田

表

石 橋
相 木
7也  |ヨ

清 水

平成 15年 3月 2

情報  浅 野
情報  石 関
情報  品 川
情報  仲 尾
情報  吉 田

1青幸長   1陳

物理  井 手
物理  高 森

物理  安 部
物理  斎 藤
物理  中 山
物理  松 田
物理  山 田
物理  阿武木
物理  石 橋
物理  伊野部

月月  泥多

常 徳
輝 昭
健一郎

泰 秀
之 宏
秀 貝1
敬

啓 史

ワイ ドバンドギャップ半導体の表面ならびに界面の物性に関する研究

ヒト椎骨連結体構造に関する機能形態学的研究

多自由度系の中L道不安定性及び量子動力学の数値解法

不安定核の入射核破砕反応を用いた中性子過剰核 34 Mgのインビームガンマ線核分光

近赤外 lFe I可 輝線による若い星から放出されるジェットと風の分光観測

小惑星の光度曲線 :観沢1とモデルの構築

海洋のレンズ状渦の形成過程の数値的研究―地中海水渦への適用―

鉛直 1次元海洋物質循環モデルを用いた第四紀の炭素循環の復元

チャネル不活性化ゲー トを利用したカリウムイオン選択フィルターについての研究

8日付学位授与者 (121名 )

泰 仁   リンクベースの Web上情報発見手法の新しいフレームワーク
隆 幸   単模および Lawrence型 整数計画問題に対する計算代数的解析
高 廣   開放型分散システムのためのカーネルによる細粒度保護 ドメイン

由 雄   話題階層の検出とテキスト要約への適用に関する研究
稔   表形式と箇条書き形式からの情報抽出手法

柄 宇   ウェブグラフィックスのための QoSを 目指した」avaに よる多重解像度ストリーミングメッシュ

俊 毅   測定依存 トランスフアー演算子法による光の場の連続量量子テレポーテーションの解析
昭 光  重力波検出器における低周波防振
航   大気上層部における μ、p、 及び Heのエネルギースペクトラム測定

政 通   膜厚を制御したヘリウム 3薄膜の超流動転移の研究
祥 英   水チェレンヨフ型検出器での π°/μ 上ヒ測定によるγμ⇔ γ,a ne振動への制限
亮 史   強磁性単電子 トランジスターにおける磁気抵抗増大
秀 衛   長基線ニュー トリノ実験によるニュー トリノ振動の研究
啓 朗   シュウィンガー 。ダイソン法に基づくカラー超伝導の研究
真 人  CP対 称性と格子カイラルゲージ理論
智 由  アデニンヌクレオチ ドにより引きldこ される GroELの アロステリック転移の平衡論と速度論
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開弦の理論におけるタキオン凝縮の世界面上での記述法について

超新星残骸における粒子加速と非熱的 X線放射の研究

トランスコリレイティッド法による電子状態計算

チャンドラ衛星による近傍 edge_on銀 河からの広がった X線放射の研究

窒素吸着銅 (001)面 上のナノスケール構造形成
遷移金属酸化物における温度依存金属 ―絶縁体転移の光電子分光を用いた研究

トカマクプラズマにおける外部印加ポテンシャルによる径電場構造分岐

X線を用いた超新星残骸における電離状態の研究

3次元系における量子ホール効果の理論

質量をもつ物質場を含む N=2超対称ゲージ理論の幾何学的構成

レーザー・マイクロ波分光による反陽子ヘリウム原子の超微細構造とl・●超微細構造の観測

NO合成酵素及び NMDA受容体を発現した人工細胞における NO信号の可視化解析

近傍銀河における大光度コンパクトX線源のX線分光を用いた研究

錫同位体におけるπ中間子原子の深東縛 ls状態の観測による原子核中でのカイラル対称性の部分的

回復の研究

ノースケール型超対称モデルの現象論的研究

フッ化ナトリウムボロメータを用いた暗黒物質探索実験

KEK Bフ アクトリーを用いた B中間子時間発展の研究

中性 B中間子の荷電パイ中間子二体崩壊における CP非対称の研究

鏡の熱雑音の直接測定

非可換ソリトンとDブレイン

NSNS PP Wave背景上の超弦理論とその双対な共形場理論

軽い不安定核の殻模型による記述

ペロフスカイ ト型 Ti酸化物における磁気 ―軌道状態とその相転移

ボース・アインシュタイン凝縮体の安定性

カーボンナノチューブキャップの電子状態とトポロジー

宇宙の暗黒物質の候補であるフェルミボールの性質について

高密度天体における原子核パスタとその性質

時間発展する電子状態のための第一原理シミュレーション法

直積群による統一理論とその高次元時空への拡張

ISO遠赤外線銀河の観沢1

G型巨星の視線速度精密測定による中質量星の惑星探査

波による太陽ヨロナ加熱、及び、太陽風加速について

クェーサー中性水素吸収線系の HIRESに よる分光学的研究

球面浅水系でのシア不安定

大西洋深層循環の形成における海面水フラックスと海洋塩分輸送の役割

CV 3コ ンドライト中の Amoeboid Olivine Aggregatesの 鉱物学的研究 :その起源とコンドリュールと

の関連性について

ブラジル北部、クラトン内アマゾン堆積盆の下部ペンシルバニア系炭酸塩堆積周期とドロマイトの

起源に関する研究

北太平洋亜寒帯域における中暖構造 (水温逆転構造 )の分布と形成

西部北太平洋域における大気エアロソルの化学的特徴

北部北太平洋における海霧の化学的特徴と発生 。除去機構

鈴 木 功至郎
竹 田   敦
戸 村 友 宣

中 平   武
沼 田 健 司

濱 中 真 志

疋 田 泰 章
藤 本 林太郎
望 月 維 人

森 瀬 博 史

矢 口 竜 也

吉 田 琢 史

渡 邊 元太郎
渡 辺 尚 貴

渡 利 泰 山
大 薮 進 喜
佐 藤 文 衛

鈴 木   建
三 澤   透

伊 賀 晋 一

岡     顕
高橋 (小松)睦美

ニーロ茂彦 松田

上 野 洋 路

大 木 淳 之

笹 川 基 樹
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高圧力下の FexOに 関する研究 :準等温圧縮実験と地球の核への応用

対流圏オゾンの全球分布及び関連化学要因の変動過程に関する研究

画像解析による噴煙温度と水放出量の推定 ―三宅島火山噴煙への応用 ―

極渦縁辺領域に捕捉された小規模波動擾乱

スーパーセル型積乱雲に伴なう竜巻の発生過程とその構造に関する数値的研究

春季西太平洋域における対流圏オゾン・反応性窒素酸化物の化学・輸送過程に関する研究

プレー ト運動を伴う地球マントル対流のダイナミクスに関する数値シミュレーションによる研究

角閃石固溶体からみた三波川変成帯の上昇過程の解析

偏光敏感時間分解 CARS分光法の開発と溶液内分子ダイナミクスヘの応用

ランタニ ドーキノン錯体の分子構造と物性

カテコールおよびフェノール型デオキシヌクレオシドの合成および核酸関連酵素反応への適用

高配位高周期 15族元素を有する複素 4員環化合物の合成、構造、および反応

宇宙塵と隕石の希ガス同位体組成並びに赤外吸収スペクトルの研究

従来法、および光変調法を用いたX線吸収分光法による遷移金属錯体の構造変化の研究

クロイソカイメン由来オカダ酸結合タンパク質の構造決定、及び機能解明

金属性を示す単一成分拡張 TTF型 ジチオレン遷移金属錯体の合成と構造及び物性

ピリジンカルボン酸二量体及びチオシアン酸イオンから構築される水素結合型超分子ホストの設計及び

包接能に関する研究

5炭素結合型水素化フラーレン金属錯体の位置選択的合成

DNA結合性フラーレンを用いた遺伝子導入法に関する研究

非接触原子間力顕微鏡及び走査 トンネル顕微鏡による Ce02(Hl)表面の原子レベル構造と酸素欠陥構

造に関連した動的挙動に関する研究

高分解能内殻光電子分光法を用いた Si(100)表 面の構造及び反応性の研究

多環状芳香族炭化水素を用いる光合成をモデルとした新しい光反応系の構築

アルキリデンカルベノイド炭素上での求核置換反応およびヒドラゾニウム塩のピロール類への変換反応

多段階レドックス分子修飾金属ナノ微粒子の電気化学的凝集現象―機構と薄膜化

ピリジン型人工 DNAを用いた DNAの高次構造制御と金属イオンの集積化
ビオロゲンをゲストとしたシアン化カドミウム系ホスト包接体の合成、構造と性質

オキシム窒素原子上での置換反応―含窒素環状化合物の新しい合成法

希土類金属錯体をアニオンとする有機伝導体および類似体の系統的研究

分裂酵母 Me1 2タ ンパク質が形成するドット状構造の時間的空間的挙動

ニワトリ抗休遺伝子座における遺伝子変換と転写の共役

細胞増殖抑制能を持つ Tobフ アミリー蛋白質の遺伝子欠損マウスを用いた機能解析

新規 β― catenin結 合因子 B9Lの単離及びその機能解析
tRNA修飾酵素アーケオシン tRNAグアニントランスグリコシラーゼの機能 。構造解析

ヒトDNA組換えタンパク質 Rad52の 生化学的および構造生物学的研究

リボソームタンパク質 Lllメ チル基転移酵素の X線結晶解析
L加 Jの機能解析を中心としたショウジョウバエ成虫肢における領域の決定機構の解析

転写因子 E4BP4を 介した概日時計の位相制御メカニズム
TRAF 6遺伝子欠損マウスを用いた TRAF 6生理機能の解析

概日時計発振系におけるマウス Clyptochromeの リン酸化と機能制御

哺乎L類における末梢概日時計の同調機構の解析

線虫遺伝子機能の体系的解析によって同定された生殖細胞形成に必須な遺伝子 hm,3の 解析

O

叶

田

井

一月

官
口
生

基 樹
直 輝
勝 康

町 田 真 一

水 島   直
柳 澤 秀 行
山 田 真 実

山 田 泰 之

吉 川 浩 史
吉 田 将 之
在   亨 波
島 田 忠 之

瀬 尾 秀 宗

安 島 理恵子
足 達 俊 吾

石 谷 隆一郎
香 川   亘
上 西 達 也

辻   拓 也
土 居 雅 夫

内 藤 明日香
原 田 裕 子

廣 田   毅
前 田 郁 麻
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中名生 幾 子

有 川 智 己

丼 藤   純

今 丼   洋
久 保 葉 子

坂 手 龍 一

藤 田 祐 樹

三 橋 雅 子

朴   貿 滞
荒 川 正 行
池 田 一 穂
伊 藤   敬
長 船 健 二

甲斐田 大 輔
桑 原 義 和
桑 原 明日香
高 橋 芳 充

中 野   泉
平 谷 伊智朗

松 浦
森

山 本
横 田
吉 田

公 美
稔 幸
真 紀
俊 文
知 史

管状要素分化誘導に関わる活性酸素発生機構の研究

キヌゴケ属 (ハイゴケ科,蘇類)の分類学的研究

管状要素自己分解プログラムにおける核分解機構の研究

鞭毛微小管の滑り速度に影響を与える要因の解析

テロメア特異的レトロトランスポゾンの ORF 2の構造と機能

チンパンジー cDNA配列のデータベース構築と比較解析

鳥類およびヒトにおける二足歩行の運動学的比較

カクレエビ亜科 (甲殻綱 :十脚目 :テナガエビ利)の系統分類学的研究

ハコネシケチシダ (イ ワデンダ科)における無配生殖とその進化に関する研究

抗生物質を用いたナンセンス突然変異の正常化

鞭毛軸糸 9+2構造の保持に必要な新規蛋自質の同定
出芽酵母ミオシン Myo2の ミトコンドリア分lldに関わる機能の同定と制御機構の解lll

未分化細胞を用いた腎臓形成に関する研究

出芽酵母 STREを介した遺伝子発現制御に関する研究

メダカ雄生殖細胞におけるγ線誘発ゲノム損傷排除機構の解析

興型葉植物から探る環境応答と形態形成の可塑性

ユビキチン様タンパクSUMO結合経路の分子生物学的研究

鞭毛軸糸における微小管滑り運動の Ca2+による制御の機構

オーガナイザーにおける LIMホ メオドメイン型転写因子 Xllm-1の 機能 ドメインと活性調節機構に関

する研究

クラミドモナス鞭毛欠失変興株の単離と遺伝子解析 :基部体を構成する新蛋白質の同定

被子植物雄性配偶子細胞から単離された遺伝子の分子細胞学的解析

単細胞緑藻ナノクロリス属の系統と娘細胞壁形成からみた細胞分裂の多様性

骨格筋再生過程において α l―syntrophinが果たす役割

出芽酵母 M期終了制御因子の空間的な挙動の解析
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氏  名
長澤 信方
小間  篤
木村  賛
守  隆夫
Kirschvink,J.R

林  幹治
松田 佳久
菱川 明栄
相原 博昭
植田 信‐太郎
岡  良隆
近藤  修
横山 央明

氏  名
下園 文雄
中  暢子
堀川 一樹
田村  了
今井  亮
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砂村 倫成
橘  省吾
佐甲 徳栄
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東京学芸大学教育学部教授へ

岡崎国立共同研究機構分子科学研究所助教授へ

助教授から

助教授から

臨海実験所助教授から

講師から

国立天文台助手から

静岡大学工学部助教授ヘ

九州大学大学院工学研究院助教授へ

名古屋大学大学院生命農学研究利助教授へ
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生 科  事 務 官  吉田 寿子

事 務 学環学府総務掛主任 篠田 正人
″   事 務 官  牧  賢二
″   専門員 (学環 ,学府担当)オ公本  直 衛

″  人事掛主任  山本 泰成
天 文  事務室主任  安田 正子
生 化    ″   中村 知代
物 理    ″   熊崎 丈晴
事 務  事 務 官  Jり |1 隆弘
″    ″   小倉 聡司
″     ″   田部久仁生
″     ″   渡辺 順一

天 文    ″   佐藤 恵子
生 科    ″   吉田 健彦
事 務 専Fl員 (鵜 .新 1旦当)朽「″民 矢ロン台貞「
″   学務主任  中村 富次
生 科  事務主任  柳澤 賢次
事  務  学環 学府締 紺 主任 手 塚  安 澄

物 理 事務室主任  田中 春美
地 惑   ″   金吉 恭子
生 化 事務室主任  小森谷三枝子
事 務  事 務 官  塚本 晶子
″    ″   田中 如信
″     ″   水野 裕子
″    ″   村上 淳一
″     ″   田辺 慎一
″    ″   角田 俊行
物 理   ″   荒木 克也
天 文   ″   大山 文明
″    ″   島田 淳子
臨 海  技 官  杉丼那津子
植物園   ″   水梨 桂子
事 務  事 務 官  榎本 克子
fヒ 学  技 官  杉浦 俊勝
生 科  事 務 官  久保田良子
事 務 庶務掛主任  坂尾 雅実
″  司計推卜主任  石橋  彰
″  用度掛主任  森山 博樹
物 理  事務室主任  河島 淑美
化 学   ″   細谷 孝子
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任期満了

辞  職
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転  任
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昇  任
配 置 換

昇  任
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昇  任
配 置 換

′′

職務復帰

配 置 換

採  用
′′

再 任 用

′′

昇  任

放送大学文京学習センター教務係長

日本芸術文化振興会経理課経理係主任

農学系経理課専門員 (経理・契約担当)

工学系研究科総務課庶務掛主任

海洋研究所経理課経理掛主任

農学系学術国際課国際交流掛主任

国立歴史民俗博物館庶務課庶務係主任

総務部人事課 (文部科学省高等教育局学生課厚生係併任)

教養学部経理課経理掛

学生部学生課体育第二掛

施設部機械設備課機械第一掛

総合研究大学院大学学務課学術情報係長

教養学部図書課閲覧掛

農学系経理課司計掛長

経済学部 。経済学研究科学務主任

教養学部総務課数理科学総務掛長

農学系学術国際課国際交流掛

医学部附属病院医療サービス課主任

学生部学生課体育第一掛主任

柏地区庶務課庶務掛主任

研究協力部留学生課 (文部科学省スポーツ・青少年局青少年課併任)

柏地区経理課経理第二掛

海洋研経理課 。経理掛

施設部建築課工事計画掛

工学系研究科都市 。精密機械専攻事務室

教養学部教務課大学院第一掛

東洋文化研究所会計掛

教養学部図書課総務掛
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連載シリーズ「実験生物ものがたり」

実験生物ものがたり4

タバコ BY2細胞株
であるオーキシンが不可欠である

が、現在私達が専念しているのは

その理由を分子レベルで解明する

ことである。

このため植物細胞のモデル系と

して、「植物の HeLa細胞」のよ

うな名前も与えられている。とこ

ろが、この細胞の特性が日本でも

知られるようになるのに 5年を

要し、世界に広がるのにはさらに

5年近くを要した。その理由は、

この類い稀な増殖性も、細胞株

の維持が適正でないと直ちに低下

し、他の研究室へ出たものではし

ばしばそのような傾向が見られる

からである。

長田 敏行 (生物科学専攻)
nagata@blol.s,u― tokyo.acjp

私達の研究グループから世界へ

広がったタバコ培養細胞Br2は、

植物細胞として世界で最も著名な

細胞株になった。実際、私のま巴握

しているだけで世界 27カ 国に広

がり (闇ではもっと広がっている

ようであるが )、 1990-1999年

の間にこの細胞を使つて書かれた

論文がデータベースで見ると500

を越えている。その理由は、細胞

が複製する時間が 13-14時間と

短く、このため 1982年以来細胞

周期の高度な同調系が確立してい

るからである。2001年のノーベ

ル医学生理学賞は細胞周期の研究

者 3名であったが、植物細胞で

も細胞周期の研究は盛んで、その

ためにこの細胞株は不可欠であ

る。また、この細‐胞は根頭癌腫菌

け οわaCternm l● mθ力d“oを
用いた形質転換の効率が高いこと

ももう一つの理由である。さらに、

細胞周期の進行過程に見られる植

物細胞に特徴的な細胞骨格系の構

築の解明や細胞質分裂諸相の解明

の多くはこの細胞でなされた。こ

の細胞の増殖には、植物ホルモン

ところで、今日植物として最も

研究が集中しているのはシロイヌ

ナズナであるが、その全ゲノムは

2000年末に決定された。タバコ

は本来ゲノム組成が複三倍体であ

るのでそのような遺伝子構造の決

定は初めから論外であったが、最

近になって糸田胞レベルのことに関

しては、この細胞はモデルとなり

うるということから、転写産物を

枚挙する cDNAプ ロジェクトが

複数展開を始め、プロテオミック

スの研究も始まった。そして、現

在シュプリンガー社より、「タバ

コBY-2細胞」というモノグラフ

が、私の他、Dirk lnzё 、馳澤盛一

郎を編者として Biotechnology in

Agnculture and Forestryの 第 53

巻として印刷中である。

▲ 微小管を構成するチューブリン分子に緑色蛍光を発するタンパク質をマーカーと

して付けた遺伝子を発現させているので (中央部分、グレー)、 細胞周期のM期から

Gl期への微イヽ管の変化を顕微鏡下で直接見ることができる。さらに、その細胞の液

胞膜を染色 (周辺部分 )しているので両者の関係がよくわかる。

写真提供 朽名夏麿・馳澤盛―郎

O
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ヒョウモントカゲモドキ
」ubゴθρttaris lnaθ trfarfus

朴 民根 (生物科学専攻)
biOpark@biol.s.u tokyo acjp

爬虫類は熱帯から寒冷帯、沼地

から砂漠にわたる様々な環境に生

息し、陸上脊椎動物の中で最も繁

栄してきた動物群でもある。また、

これら爬虫類は鳥類 。哺乳類と共

に有羊膜類の動物でありながら、

魚類 。両生類と同じ外温動物でも

あり、脊椎動物の進化と環境への

適応を研究する上で極めて重要な

位置に属している動物群であると

いえる。このようなことは爬虫類

の生殖戦略にもよく反映され、極

めて多様な生殖現象をみることが

できる。例えば、多くの動物の性

は遺伝子によって決定されるが、

ヘビ亜目を除いて爬虫類には温

度に依存した性決定を行う種が多

く含まれている。すなわち、ワニ

目の全種、カメロの大部分、そし

てトカゲ亜目の一部分がこのよう

な性決定を行う動物である。もう

一つの例としては胎生化を挙げる

ことができる。脊椎動物での胎生

化は、一説によると、95回以上

にわたって、いろいろなグループ

で並行して起こったといわれてい

る。トカゲ亜日とヘビ亜目を含む

有鱗目の約 20%が胎生種であり、

ほとんどの胎生化はこの有鱗目で

起こっている。そして、Mめ,ya

属には発生に必要なほとんどの栄

養の供給を卵黄ではなく、胎盤に

依存している種もいる。

私は爬虫類の中でも最も多様な

環境に適応し、生殖現象の多様性

が顕著な有鱗目から、実験環境下

で飼育・管理が可能な動物種とし

てヒョウモン トカゲモ ドキを選

び、有鱗目で見られる多様な生殖

現象を支える分子機構の研究の第

一歩にすることにした。

ヒョウモントカゲモ ドキ (学

名 fυメリカarFs maθυね″υs、 英名

:leopard gecko)は トカゲ亜目の

トカゲモ ドキ科に属する。その

生息地はインド北西部からイラン

東部で、多くの地域個体群が存在

する。全長約 20cm・ 体重約 60g

の大きさで、生後約 1年で繁殖

可能になり、繁殖期に卵を 2個

ずつ 24週おきに 4-10回産卵す

る。また、このトカゲは夜行性な

ので、日光浴を必要とせず UV照

射、バスキングなど煩雑な飼育設

備を必要としない。メスは集団飼

育も可能で、狭い飼育室での管理

も可能である。しかし、餌はコオ

ロギやミルワームなど生きている

昆虫で、その飼育も必要になる。

非常におとなしい性質で、人間に

対しても臆さない性格であり、欧

米ではペットとしての人気も高

く、その飼育も盛んに行われてい

る。

私はヒョウモントカゲモドキの

生殖生物学的特徴と、それを支え

ている生体内情報伝達機構を解明

するために、関連するホルモンと

その受容体の分子同定を行うと同

時に、生体内での発現変動を調べ

ている。

ヒョウモントカゲモドキが温

度依存性性決定動物であること

は 1980年 E,Wagner lこ よ り幸艮

告され、現在テキサス大学の D.

Crewsグループが性決定時の温度

による性行動や成長後の内分泌

機能の変化などの研究を行ってい

る。しかし、ヒョウモントカゲモ

ドキの生殖生物学的特性を初め、

多くの基礎的な生物学的性質もい

まだに詳しく解明されていない。

加



研究室探訪― 第二回―

ザ・突撃インタビュー

学生必見 H 東大教授の素顔に迫る !

野本憲一教授 :天文学専攻 専門 :宇宙化学進化論

聞き手 :倉橋映里香 (地球惑星科学専攻 佐々木研究室 博士課程 2年 )
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ないようなお話を聞きだすことができる絶好のチャンスだともj思いました。そこで、今回は『東大教授の素顔に

迫る |』 と題し、天文学専攻の野本憲一先生に学生時代のお話や普段の様子、さらに研究者になるためのアドバ

イス等を突撃インタビューしてきました。
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1学生時代

倉橋 野本先生、よろしくお願い

します。早速ですが、野本先生の

学生時代のお話を伺いたいと思い

ます。

里デ本 東大理 Iに入学し、進振り
で天文学の口界に入りました。天

文学教室はいわば教養学部のよう

な感じで、主に物理を勉強し、そ

の他に天文教室独自の授業が数

回ありました。最初から大学院に

進学する雰囲気が暗黙のうちにあ

りましたね。天文学教室は理 1と

違った雰囲気を持つていて、いわ

ゆる変な感じの人 (笑 )がたくさ

んいたね。実際に同級生のうち二

人が哲学の教授になりました。

倉橋 えっ、哲学ですか ?すごい

ですね。

野本 うん、そういう意味では面
白いところだつたね。

倉橋 大学院はどんな感じでした
か ?

り「■ 修士課程ではコンピュータ
プログラムを組んで「赤い超巨星

の中心部から表而までの構造を解

く」ということを細々とやってい

ました。今の PCだ とすぐできる

計算が、当時の大型コンピュータ

だと 1週間後まで結果がわから

なかったので、昔は暇でしたね。

夜中までだべっていましたよ。教

科書をゆっくり読む時間もあっ

たし。今は計算を走らせたらすぐ

に結果がでるから考える暇もない

(笑 )。

博士課程では「星の中の核反

応でいろいろな元素が作られ、最

終的に星が爆発し元素を放出す

る」という星の進化のコンピュー

タシミュレーションをしてぃまし

た。その中でも、特に銀河系や宇

宙の進化に一番影響を与えるイベ

ントとして超新星爆発が鍵だろう

と思い、大学院の最後の頃は超新

星爆発に重点をおいて研究をして

いました。

倉橋 修士から博士へいくときに

迷いはありませんでした ?

野本 特に迷いはありませんでし

たね。

倉橋 ところで、どうして天文学
に興味を持たれたのですか ?

り千イヽ 高校生の時にテレビの科
学番組をよく見ていて、一番面白

かったのが東大の畑中武夫先生の

番組でした。また岩波新書の「宇

宙と星Jを一気に読んだり、天文

関連の講演会に参加したりしてい

ました。私が東大に入学した年に

▲ 野本グループによって行なわれた超新/nL 1987Aのシミュレーション。対流が急激

に成長し、星の中心部で合成された元素 (自色の部分)が外へ向かって運ばれること

が分かつた。星の表面近くにおける放射性元素の崩壊が、予想より早く観測されたX

線の原因であることがヤ|り 1した。
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畑中先生が亡くなってしまい、ひ

どくがっかりした記
j隠
がありま

す。

倉橋 高校生以前は何がお好きで
した ?

野本 申学高校とバスケをやって
いて、どちらかというと体育会系

的な生活でしたね。そして、どち

らかというと理科系の本よりは歴

史の本が好きでした。また、物理

も好きだったので、物理と歴史が

「進化」という観点で結びつくと

いうことで天文学が面白そうだと

思いました。それで、東大の天文

学教室に進むことにしたのです。

1研究者としての転機

倉橋 博士号取得後はどうされた
のですか ?

野本 大学院終了後 2年間、日本
学術振興会の特別研究員になり、

超新星の研究をやりました。当時

は本当に就職難の時代で、その後

なかなか職につけなかったので、

1年間慶応大の非常勤講師として

文科系の学生に星や宇宙の話をし

ていました。文学部だったから女

子学生ばかりでしたね。

倉橋 それでは、行くのが楽しみ
でしたね (笑 )。

野本 そうそう (笑 )。 非常勤講
師をやっている途中で、茨城大の

物理学教室の助手に採用されまし

た。授業は結構あったけれど、茨

城大の良い点として、外国留学を

させてくれる習慣があったので、

着任して 3年経ったところで、茨

城大のポス トはそのままで NASA

のゴダー ドスペースフライ トセン

ターに研究員として移りました。

茨城大はなかなか面白いとこ

ろでしたね。物理学科の中に、天

文学をやりたいという目的意識を

はっきり持っている学生が結構い

て、雰囲気を盛り上げていました。

NASAに 2年間いた後、茨城大

に帰ってきて半年で東大駒場に

新設された基礎科学第二 (シ ス

テムサイエンス)の助手に採用さ

れ、今でいう複雑系の授業やコン

ピュータ演習を担当しました。宇

宙はいわば複雑系なのでカオスの

話と結びつけるのに役立ったりし

て、この授業はやっていてすごく

面白かったですね。

そして、3年後くらいに宇宙地

球科学教室の助教授になりまし

た。その後、現在の国立天文台が

独立するときに大きな人事異動が

あり、そのときに東大天文学教室

の助教授のポス トが公募になり、

89年に本郷に戻ってきました。

倉橋 スムーズに進まれてすばら
しいですね。

野本 いやいや。でも、最初のオー
バー ドクターの時は見通しが全然

なかったから大変だったね。

倉橋 東大と茨城大とNASAで環
境のちがいはどうでしたか ?

野本 全然ちがいましたね。東

大がなんといっても一番いいの

は、学生がものすごくアクティブ

だということ。自分ではやりたい

と思っていてもなかなか時間的

にやれないような新しいことを、

学生がどんどん自分からプログ

ラムを組んでくれて、予想 して

いなかったような結果をどんど

ん出してくれるので、そういう

意味では研究のテンポも幅もす

ごく広が りましたね。学生の質

の良さではどこと比べても負け

ないと思います。だから、逆に

言うと学生がいないと東大の先

生はおそらくダメですよ (笑 )。

倉橋 外国の場合は?

野本 外国では日本と違ってい

ろいろな分野との接点がものす

ごく多く、情報がどんどん入っ

てきます。日本で星の進化など

を計算しても実際に観測してい

る人がほとんどいなかったため、

現実感が全然わかなかったけれ

ど、NASAに 行 ったときに出席

した研究会で、「あなたのモデル

と自分が観測している超新星の

データがうまく一致 しそうだ。」

とすぐに言われました。それで

急に自分のやっていることが現

実味を帯びましたね。宇宙とい

うのは手が届かないところだか

ら、どうやって研究内容が本当

かどうかを検証するかが大問題。

当時の日本では星の観測よりも

理論のほうが進んでいて、自分

のやっていることがなかなか検

証できませんで した。 しかし、

外国では星の観測がとても進ん

でいたので、自分の研究とすぐ

に比較できてとてもリアリティ

0,

一
　

８

匡



rO

|○

や手ごたえがあって、すごく面白

かつたね。アメリカに行つた最大

の収穫がそれですね。そのことが

きっかけで観測分野の人とコンタ

クトをとるようになりました。関

係のある研究会にもなるべく出

席するようになり、あっちこっち

飛んで歩くという感じになりまし

た。

倉橋 なるほど。アメリカに行け
たのがとても良い機会になったの

ですね。

|一番面白かった時期

倉橋 今までで一番印象に残って
いる研究上の出来事は?

野本 87年 2月 に大マゼラン雲
で超新星爆発が起き、そのときに

一気に観測情報が増えて、今まで

自分がやってきた理論研究の結果

が試されることになりました (写

真参照).さ らに、ちようど数週

間前に打ち上げられていた日本の

X線天文衛星がいつ X線を受け

るかという予測をしなければなら

なくなりました。予言をして、そ

れが本当かどうかを数週間で試さ

れるということで理論屋としては

一番面白い時期でしたね。駒場に

いたときだったので、隣のキャン

パスにあった宇宙研 X線グルー

プに「まだX線が観測されてい

ませんか?Jと しょっちゅう顔を

出していました。

この超新星は南半球からしか見

られず、チリ・オーストラリア・

南アフリカで可視光による観測が

行われていました。その中で、小

さい望遠鏡だったけれど、毎晩観

測していた南アフリカのグループ

とテレックスでコンタクトを取っ

て情報を得ていました。その頃、

電子メールがちょうど使われ始め

たばかりだつたので、一番確実性

のあるテレックスを使っていまし

た。質問事項をテレックスで送り、

データを送ってもらってプロット

を作り、理論結果と比較するとい

うことを毎晩やっていました。

倉橋 世界と一緒に動いている感
じですごくいいですね。

▲ 17万光年離れたところにある小さな銀河 。大マゼラン雲の中にある毒ぐも星雲 (左

上)。 1987年 2月 23日、この星雲の近くに超新星 1987Aが出現した (下の写真、右

下の明るい天体)。 上の写真の矢印は、超新星爆発をおこす前の星を示す。



野本 ただ、リアルタイムで時々

刻々と新しい観測結果が得られる

ので、新しい理論を作らなくては

ならないし、予想した理論がすぐ

に崩れるという皮肉な面もありま

した。 .

倉橋 結構予想通りに行かないこ

ともあったのですね。

野本 そうだね。だいたい半分当
たって半分はずれるという感じで

したね。X線の場合も、X線が来

るという予想は当たったけれど、

X線 が 1年後に到達するという

予想ははずれて、実際は半年で来

てしまいました。その時、X線観

測グループは「本当に超新星から

来た X線なのかJと いう点で発

表するかどうか悩んでいました。

当時、ソビエ トのミールステー

ションでも観測が開始されてお

り、そのグループとも競争だった

のです。87年 9月 に東大で開か

れた国際学会の発表日前日に公表

することに決まり、発表数時間前

にやっと発表資料が出来上がると

いう非常にハラハラした状況でし

た。

倉橋 かなり面白い時期ですね。
野本 そうだね。理論家としては、

予想を発表した直後に観測結果で

否定されたらかなリショックだよ

ね (笑 )。 当時の日本はニュー ト

リノで世界の トップに躍り出て、

さらに X線でも世界の最前線に

出ることができたことで、雰囲気

がガラリと変わりましたね。それ

までは日本は観測に弱いイメージ

だったのですが。

倉橋 ミールの観測結果はどう
だったのですか ?

野本 やはりX線が半年で到達
したという結果を日本の X線グ

ループが発表した直後に彼らも発

表しました。

倉橋 早 くに発表 しておいてよ
かったですね。

野本 いつどこで超新星爆発が起
こるかわからず、しかも何百年に

一回という現象で、一旦爆発が起

こると大騒動になるという点で、

今までの研究の中でも一番面白い

時期だったね。時々刻々と話が変

わっていくので大変面白いが、逆

に言えば次の日には新しい観測結

果で話がちがってくるというおそ

ろしい時期だったとも言えるけれ

ど。

一連の仕事がたくさんの論文と

してまとまりかけているときに本

郷に移ってきました。やはりこれ

は東大でなくてはできなかったか

なと思うのは、超新星の観測と競

うように新しい計算プログラムを

どんどん作らなくてはいけなかっ

たのですが、それは学生のマンパ

ワーがないと絶対にできなかった

ですね。とにかく「ひとりではで

きない」ということは超新星が出

たときに痛感したことの一つです

ね。それまでは一人で計算してそ

の結果を観測と比較するという感

じだったけれど、大マゼラン雲

の超新星が出てからは東大の学生

や他の理論グループの力を借りて

どんどん理論計算し、幅を広げる

という方針に変わりました。だか

ら途中から完全に一種の司令塔に

なったという感じでしたね。新し

い情報というのはたいてい夜中に

入ってくるので、夜 10時 11時

からミーティングして次の日に

やることを考えるという状況でし

た。

倉橋 そうすると、学生も含めて

研究のやりがいがすごく実感でき

ますね。

野本 うん、研究グループとして

巻き込まれてしまった人もたぶん

面白かったと思います。特に助け

になったのはポスドクとして世界

各地にいた人たちで、彼らに電子

メールで「こういうテーマがある

から是非やるといいJとけしかけ

たおかげで、彼ら自身がもってい

る海外筋からも直接情報が入って

きました。

倉橋 なるほど、世界中にネッ

トワークを広げていてすごいです

ね。

野本 結局、それくらいやらない

と面白い展開についていけないと

いう感じでしたね。アメリカに競

争相手がいて、そのグループの動

向についてある程度さぐりを入れ

ることもありました。そして、「競

争相手に勝つためにはまずこれを

やろう」という様に対応していま

した。とにかく理論と観測が一体

となって、いろんな人と組んでや

らなくてはダメだということを痛

感しましたね。そういう形で初め
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て成果がでましたから。

倉橋 ある意味理想ですよね。そ
ういうスタイルは,

野本 たしかに面白かつたです
ね。93年 と94年にも近くの銀

河で超新星爆発があり、特に 93

年にはちょうどX線天文衛星「あ

すかJが打ち上げられていました。

だから、X線衛星を打ち上げると

超新星爆発が起こるというジンク

スがささやかれていました (笑)。

その時も予測されていなかったパ

ターンを示す超新星でした。 3つ

のグループが競争でモデル計算を

していたのですが、その時の決め

手はハーバード大の観測グループ

と良いタイミングでコンタクトが

取れて最新の情報が得られたこと

ですね。それで大至急ネイチャー

に論文投稿しました。次の日にイ

ギリスのグループがネイチヤーに

投稿していたので、タッチの差で

したね。

倉橋 おぉ、すばらしいですね !

そういう時期は夜も寝ずに研究と

いう感じですか ?

野本 ネイチャー投稿前はいつも
徹夜ですね。こういう状況だと論

文投稿受付時間がかなり重要にな

りますからね。理想はいろいろな

グル早プと仲良く共同
1研
究するこ

とですが、やはり共同研究しつつ

も競争になりますね。どうしても

先陣争いになりますからね。広く

チャンネルを持つという意味で

は、音抱いていた研究者のイメー

ジと全然ちがいますね。電子メー

ルや電話が研究の武器になってい

ます。

倉橋 いかにしてうまくコミュニ
ケーショ|ンをとって、情報を得る

かということですね。

野本 そうそう。どういう風に
チームを作るかも重要ですね。例

えば、アメリカに手ごわい競争相

手がいる場合はヨーロッパと手を

組むとか。コーロッパの人はわり

とアメリカ人に対抗意識があるみ

たいなので、日本はいい協力相手

になりますね。それから、去年あ

たりからハワイの大型望遠鏡「す

ばる」が本格的に観測し始めたの

で、ようやく国内での理論と観測

の連携プレーができるようになっ

てきました。

1海外での生活

倉橋 海外に行つていたときの生
活面 0精神面はどうでした?

野本 僕の場合は家内がいてくれ
たので比較的楽でした。NASAに

行く8ヶ月前に結婚していまし

た。彼女のほうが英語が上手だつ

たので、生活的な面ではすごく

サポニ トしてくれました。でも最

初はやはり大変で、何もない冷蔵

庫とベッドだけのアパートをみつ

け、車は中古をみつけ、あとは中

古セールを探しまわっては毎日安

いものを
―
買うのが 1・ 2週間くら

い続きました。すべての買い物を

一人でやったとしたら、大変だっ
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たと思いますね。そういう意味

でもパー トナーはやはり大事だな

と思います。それにパー トナーと

いう形で一緒に行った方が、パー

ティーなども含めて人と接する機

会が倍以上に膨らみますね。パー

ティーの席などで奥様同士の会話

から月Jの情幸長が入ってくることも

あるし。

倉橋 奥様がとても心強い存在
だったのですね。

野本 それは、そうですね。

倉橋 言葉のほうはあまり苦労が

なかったのですか ?

野本 いやいや、最初は非常にわ
からなかったですね。専門用語は

なんとかついていけるけれど、ラ

ンチタイムの会話とかは全然わか

らなかったね。

倉橋 それはどう克服したのです
か ?

野本 ヒアリングはテレビが一番

役に立ちましたね。しゃべる方は

研究会にできるだけ出ようと思っ

ていたから、最初はその都度原稿

を作って一生懸命覚えるけれど、

そのうちそういう手間がなくなっ

て、きちんとした原稿をつくらな

くてもしゃべれるようになりまし

た。ボキャブラリーの少なさは仕

方がないね。

倉橋 ちなみに奥様 (サイエンス

ライターとしてご活躍中)とはど

ちらで出会われたのですか (笑)?

野本 ふふふ、出会いはどこか
のテニスコー トです (笑 )。 彼女

は慶応大法学部出身だつたので、

NASAに来たときに最初はロース

クールに入って国際弁護士になっ

てみようかなどと言っていたのだ

けれど、ワシントンに駐在してい

た朝日新間の記者とパーティーで

知り合い、サイエンス関係の翻訳

を手伝うようになりました。

倉橋 でも、奥様にとってサイエ
ンスは今までとまったく異なる世

界ですよね ?

野本 うん、そうだよね。勇気あ
るというか大胆な行動だよね―。今

までに 1516冊本書いちゃった

し。

倉橋 実は以前にマスコミと研究
者のミスコミュニケーションにつ

いてのシンポジウムに参加したと

きに奥様が講演されて、サイエン

ス関係の本を書くようになったの

は野本先生の研究を宣伝するため

だとおっしゃられていて、「夫婦

二人三脚で素敵だな」と思いまし

た。

野本 そんなこと言っていました
か。理解を広める意味では一般向

けの本は重要ですね。

倉橋 インタビュー等で奥様一人
で海外に行かれることも多いので

すか ?

野本 いや、僕が出張で行 くと

きにほとんど,緒に出かけていま

す。

倉橋 奥様一人で行かれること

は ?

野本 まずないですね。

倉橋 それでは、先生が一人でお

0

0

晰 費i11'擬響
｀

▲すばる望遠鏡の下に取りつけられた観測装置の前にて。(2001年 3月 )

野木先生ご夫妻

一
，

２

一「
　
　
〈ノ
″



家に残されることはないのですね

(笑 )。

1研究上の壁

倉橋 今まで、研究面で一番大変
だった時期は ?

野本 将来の展望がなくて精神的
に大変だったのがやはリオーバー

ドクターの頃。それでも「まぁ、

何とかなるんじゃないか」という

感じでしたが。あと、大変という

のとは裏腹ですが、超新星爆発が

起こったときに「この超新星には

1人ではとでも太刀打ちできな

い」というのがすぐにわかったの

で、「それでは何ができるだろう

か」と考えていた時に「ここで何

か言わなかったら超新星学者とし

ては失格となってしまうJと いう

重圧がありましたね。そういうと

きは、アイデアが出てこないとと

ても厳しいですね。方針が決まら

ないときは「この先どうなるのだ

ろう」と心配になります。でも、

糸国が見つかれば一気に展望が開

けますが。

倉橋 アイデアが浮かばなくて壁
にぶつかるということはあまりな

かったのですか ?

野本 そういうときは、大抵学生
の所に行って何だかんだと話をし

ていると「じゃ、こうしようJと

いうことになるんだよね、普通は。

自分の部屋で議論することもある

けれど、かなり多くの場合は学生

の部屋に出かけて行って立ち話し

しながらあ―だこ―だと言ってい

ると「それじゃ、こうしよう」と

糸国が見つかるね。

倉橋 なるほど、学生さんとの対
話のなかでアイデアがでてくるの

ですね。

野本 ま、みなさんそういう感じ
だと思うけれど。学生に説明しよ

うと思うとパッとアイデアが思い

浮かぶこともあるし、学生がみつ

けたことで「それは面白そうだJ

と思うこともある。それに天文学

というのは新しい現象がいろいろ

と出てくる分野だから、最近では

何もすることがないという手詰ま

りの状況になることはまずないで

すね。それが世界の第一線でやれ

るかどうかというのとはまた別で

すけれど。とりあえず何かやると

いう手がかりはたくさんあります

ね。大抵は一人ではできなくて、

一緒にやってくれる人がいないと

実現不可能なことですが。

1研究者になるために

倉橋 研究者に必要な資質とは何
でしょう?

野本 資質・・・、やはり第一条
件は好奇心旺盛だということで

しょう。あとは根詰めて考える力

や簡単にはあきらめない粘り強さ

が必要。それは、普段まじめに勉

強することである程度身に付くと

思います。あとは、コミュニケー

ションの能力もかなり必要です

ね。問題はそこからうまく閃いて

くれるかどうかという所なのだけ

れども、そこはコミュニケーショ

ンをたくさん積み重ねることで出

てくるものだと思います。資質と

いうよりは訓練して身につけると

いう感じがありますね。

僕自身は学生時代に人としょっ

ちゅう話をするようなタイプでは

なくて、そういうことが特別得意

な方ではないのだけれど、人と話

しながらアイデアが浮かぶという

スタイルが自然と身についてきま

した。そういう意味ではどんどん

人とコンタクトをとる積極性は絶

対に必要ですね。タイプとしては

受動的ではだめで、自分から働き

かけよう、仕掛けようという意志

を常に持っていることが必要だと

思うから、そういうのも一種の資

質かもしれないね。それは対人と

いう意味だけではなくて、当然研

究対象にも自分から働きかけると

いう姿勢は必要だね。先生から「こ

ういうのが面白いですよJと言わ

れてやるだけでは独立できないで

すね。

倉橋 そうですよね。わかって
はいるのですが、学生としてはそ

こがまた難しいところなのですが

野本 ある一定レベルの視野の広
さはどうしても必要で、ある程度

目的意識的に自分の知識を広げよ

うとか好奇心の枠を広げてみよう

とか、そういうことを意識的にや

ることは必要ですね。そういう能
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動性・積極性がないとやはり伸

びないと思います。東大の学生

だったら、テーマが決まってや

り始めれば、パッと良い成果を

出すんですよ、明らかに。本当

に伸び.ていくかどうかは、やっ

たことが自信になって定着する

かどうかということです。それ

には自分で働きかけて、自分で

プラン立ててやったことがちゃ

んと成果になるという経験をつ

む必要があるわけですよね。言

われたことをやったらこうなり

ましたではなくて。自分が仕掛

けたテーマで、仕掛けた仕事で

成果がでて、それが世界に通用

するんだということになれば、

すごい確信というか自信という

形で自分の身に定着して、さら

にやる気が出る。僕の場合だと、

アメリカに行ったときに自分の

理論が通用すると言われてびっ

くりもしたけれど、その自信の

おかげでどんどんやる気になり

ました。何事も仕掛け人になる

ということが必要です。

1休 日の過 ご し方

倉橋 話題を変えまして、先生
の休日についてお聞きしたいと

思います。

野本 最近は、土曜はほとんど

学校にでて、日曜にはときどき

近くの神田川沿いを歩 く以外は

家でゴロゴロして外食にでかけ

るという感 じかな。スポーツな

どの好きな趣味はいろいろとあっ

ても、実際にやれるのは海外の

研究会に出かけたとき。スキー場

で会議があったり、海岸で会議が

あったりすることが多いので、そ

ういうのを最大限利用していると

いう感じですね。国内だとむしろ

何もしませんね。そういうことも

あって、なるべく外国にどんどん

出ようとしています。テニスだの

スキーだのといろいろやっていた

のは結婚前ですね。やはり研究者

になってしまうと、観測の進展が

早いし、同業者との競争もあると

いうことで、研究に追われてしま

います。

倉橋 海外での研究会のついでが

気分転換になっているのですね。

野本 そうそう。すごく楽しみだ

ね (笑 )。 休日と研究というのは

むしろ外国の方でうまく機能して

いますね。

倉橋 そういう時にはだいたい奥

様もご一緒に ?

野本 うん、まぁだいたいそうで

すね。他の人たちも家族ぐるみで

来ていて、普段できないつきあい

ができますね。

倉橋 普段から心がけていること

はありますか ?

野本 気をつけているのは健康第
一ということだね。なかなかまま

ならないけれど。ちょっと病気を

したときがあったので、万歩計を

必ずつけて一日一万歩は歩くよう

にしています。通勤だけでも、そ

れくらいいっちゃいますけどね。

あとは興味のアンテナをあちこち

はっていないと、目先のことに追

われてしまうので、電子メールで

コンタクトしたりいろいろな人と

話をしたりするように気をつけて

います。研究者の世界は狭いので、

昔のクラス会や同窓会から声がか

かったらかかさず出ています。

倉橋 それはすばらしいですね。

野本 40代 くらいまでは小学校

のクラス会の幹事 とかを自分で

やっていましたね。貴重な財産

ですからね。そういう音のチャン

ネルを大切にキープするというこ

とはずいぶん意識してやっていま

す。そうしないと接触範囲がずい

ぶん狭くなってしまうからね。

1言昔i3ヶ_ション
倉橋 学生さんとの対話は意識的
になされているというお話でした

が、議論以外の話もされるのです

か ?

野本 本当はしたいんだけど、な

かなか時間がないし、それにあん

まリプライベー トな話に立ち入る

のもね。

倉橋 学生とごはんを食べに行っ

たり飲みに行ったりすることは ?

野本 自分が弁当持ちなので…。

倉橋 愛妻弁当ですね (笑)?
野本 そうそう (笑 )。 飲みに行
くのはゲストが来たときや学期の

節目など年に何回かだね。

倉橋 学生の指導で気をつけてい

0
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る面はありますか ?

野本 ひとつのまとまった仕事を
やって、自信がつくような形にし

ようとは思っています。

理想 としては「このことはア

イツに聞けばいい」というような

定評が広まるといいのですが。難

しいのは、最初のうちはある程度

手伝い的な所からスター トせぎる

を得ない所がありますよね。それ

をなるべく本人独自のアイデアが

入って、テーマとして確立するあ

たりまでの移行が難しい。博士課

程に入ったら、放っておいても自

分でやるわけだから。修士論文の

テーマをどうするかというのが一

番悩むところですね。

倉橋 研究者の道を志す若い人た
ちヘアドバイスを。

野本 繰り返しだけれど、好奇心
を育てて、自分でなんとかしよう

とする能動性を常に発揮すること

が大切。自分の環境はなんとか自

分で変えるとか、まわりに働きか

けるとか、そういう積極性をもつ

ことが絶対に必要です。

倉橋 それでは最後の質問です。
大学の先生としてのあり方につい

てどうお考えですか ?

野本 難しい質問だね。いい意味
のリーダーになれることが大事。

単にこつこつ研究するだけではな

く、グループなり学会なりでリー

ドするという姿勢で臨むというこ

とかな。一種の司令塔になって的

確な指示を出さないといけない。

いろいろと仕事はできるけれど、

何をどこまでやれば一人前の仕事

なのかという判断を学生自身がす

ることは難しいから、それをちゃ

んと評価 してあげられるという

のがすごく大切です。そういう評

価能力が自分自身にないといけな

いなとは思っています。司令塔で

あるという自覚も含めて、興味を

広く持てとか能動的であれという

ような話は全部自分自身に降りか

かってくるわけです。当然、大学

とまわりの社会との関係をどう作

るかを考えることも大学の先生に

とって大切なことですね。ただ、

社会全体のペースがすごく速 く

なっているのでゆっくり考える暇

がないのが問題ですね。

倉橋 何かほしいものが手に入る
といわれたら時間が欲しいという

感じですか ?

野本 そうだね。余裕が欲しいね。
倉橋 とても参考になる貴重なお

話をたくさん聞かせていただきま

した。先生のアドバイスを参考に、

積極性を失わずに進んで行きたい

と思います。本当にどうもありが

とうございました。

|あ とが き

正直なところ、今までお会いし

たことのない先生に突然インタ

ビューをするというのはかなり不

安がありました。そんな中、なぜ

野本先生に自羽の矢を立てたかと

いうと、本文中にもありましたよ

うに、奥様である野本陽代さんの

ご講演を聞いたことがきっかけで

「野本先生にお会いしてみたい !J

と思ったのです。 2時間もの長

いインタビューとなってしまった

にも関わらず、野本先生は終始に

こやかで気さくにお話してくださ

いました。そして、これから研究

者を目指す若手の一人としては大

変貴重で有益なお話をたくさん聞

くことができ、とても実りの多い

楽しい時間を過ごすことができま

した。最後になりましたが、貴重

な機会を与えてくださった広報の

方々、インタビューに快く応じて

くださったうえに、その後もいろ

いろとご協力してくださった野本

憲一先生、そして長文にも関わら

ず最後まで読んでくださった読

者の皆様に心から御礼申し上げま

す。
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物理学教室

理化学研究所 ゲノム科学総合研究センター 所長
和田 昭允 (東京大学名誉教授 元理学部長)

今年は、フ トソンとクリック

による「DNAの二重ラセン構造」

発見から 50周年になります。私

も、音の研究や現在の仕事の関係

からいろいろな取材を受け、歴史

的な写真を求められ、古いアルバ

ムを引っぱり出してあれこれひっ

くり返す羽目となりました。そこ

で、ここにお送りする物理学教室

メンバーの集合写真が出てきまし

た。

ノーベル賞受賞者 (小柴)と文

部大臣。東大総長 (有馬)が一緒

に写つている面白い写真なので、

皆さんにも興味を持っていただけ

るかと思いお届けする次第です。

撮影時期は、諸般の考察から

1963年 4月 から 1966年 3月 ま

での間と考えられます (この推定

に関しては、有馬朗人さんのアド

バイスに感謝 )。 半世紀近 くもの

音です。もし、1966年 3月 であ

れば、小谷、平田両教授の停年記

念の撮影だったかも知れません。

当時の主要メンバーでここにおら

れないのは、久保亮五、高橋秀俊、

霜田光一の三教授で、多分外遊中

だったと思います。

写真の中で、小柴、有馬、和国

の 3人が教室に入り立ての新人で

した。教室会議ではこの 3人に加

えて宮沢、平川、後藤さんなど若

手連中は、いつも教室主任から一

番離れた安全な場所に陣取って、

勝手なことを言いあっていまし

た。

いま思い出しても、当時の物理

教室は発想がとても自由な素晴ら

しい雰囲気でした。

“従来の物理にこだわらずに何

でも面白いことはやれ"という進

取の空気が教室中に満ちていて、

その中から物理学の周辺にある新

しい分野への探求力が泉のように

湧き出した感がありました。たと

えば、複雑系 (平田)、宇宙 (小柴)、

重力波 (平川)、 計算機科学 (高

橋、後藤)、 生命 (和田)な どです。

小谷、平田、高橋、久保などの長

老はそれを面白そうに見て、励ま

すというよりはむしろ嗽けておら

れたのです。

学問の将来が無限の可能性を持

つことを信じて自由闊達に “超常

識"に挑戦し、年齢や身分を越え

て意見をぶつけ合う、気持ちの良

い頭脳集団でした。考え抜いた

あげくに正しいと信じて意見を

言うことに、怖いとか遠慮は少

しもありませんでした。でも今

から思うと、私などは水を得た

魚のようになってしまって、小

谷先生や久保さんなどにずいぶ

ん失礼なことを言ったものだと

冷や汗が出るのです。大分後に

なりますが、仁科財団の委員会

で物性研の芳田先生に「和田さ

んは久保さんが怖くないのです

かJと 言われたこともありまし

た。

ここで手前味噌を云わしてい

ただければ、現在、ゲノム科学

を原点として生物学が精密・定

量科学に変貌しつつあります。

これは生物物理学の成果です。

私は丁度この写真の新任当時、

「生物物理セミナー」を夕食後に

定期的に開き、新しい論文の紹

介や問題の発掘や検討を行いま

した。理学部のいろいろな教室

だけでなく、多くの学部からも

若い優秀な連中が集まってきて、

この新しい学問の可能性につい

て議論を闘わせたものです。と

一
¨
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1960年代の理学部



ころが、新しいことにチャレンジ

しようとするときには往々にして

起こることなのですが、理学部の

ある生物系の先生が学生に 1生

物物理というのはイカガワシイ

学問だからあのセミナーには出席

しないように"という禁足令を出

されたという嘘のような事実もあ

りました。

いま、ライフサイエンスの第一

を縦横に駆使して、熾烈な世界競

争の中で日本のために万丈の気を

吐いている多くの人達が東大理学

部物理学教室のこのような雰囲気

で育つたのです。云うまでもなく、

この集合写真の人達が関係した物

理の分野はいずれも同じく、わが

国が世界の研究の最先端で胸を張

れることに貢献しています。

ひとつの教室の精神的雰囲気

が若い研究者の意識を鼓舞する実

例のひとつがここにあります。そ

して、その無形の活力が研究成果

の花を咲かせるまで、さらに、そ

れが「国益」として実感されるま

で数十年かかるということを、こ

の写真を見|てあらためて実感した

次第です。

末筆となりましたが、理学部

の皆さんが数十年先への先見性を

発揮することを願い、ご健闘を祈

ります。

●  
線にあって物理の「計測」と「数理」

▲ 1960年代 東京大学 理学部 物理学教室メンバー
前列左から 植村泰忠、木原太郎、今井功、小穴純、月ヽ谷正雄、平田森三、宮本梧楼、野上耀三、西川哲治。
後列左から 有馬朗人、飯田修一、森永晴彦、宮沢弘成、桑原五郎、小柴昌俊、平川浩正、和田昭允、後藤英一。
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第 3回理学部海外渡航制度

旦大学訪問

第 3回理学部海外渡航制度では

2003年 3月 18日 から 25日 にかけ

て、 10名の学部生が中国は上海にあ

る復旦大学を訪問した。復旦大学は北

京にある北京大学、清華大学と並び中

国ではトップクラスの大学で、中国教

育省が行っている国の予算を重点的に

配分する「超重点大学」にも指定され

ている。浦東国際空港から北東に車で

1時間余りの所にあるキャンパスは南

国を思わせる木々の緑と手入れの行き

届いた美しい芝生が広がり、小鳥がさ

えずる中、大学の正門前には巨大な毛

沢東の像が建っていた。

一週間の滞在中宿泊していた復旦大

学のゲストハウスはキャンパスの外れ

にあり、毎朝グストハウスから国際交

流課の建物まで片道 15分を歩くのが

日課となった。建物の前ではいつも必

ず交流課のシュエさんと復旦大学の学

生が笑顔で私達を待っていてくれ、学

生の案内で生命科学や化学、物理の

研究室を訪問した。広大なキャンパス

の中を歩き回っていると、授業の合間

に学生達が自転車でスイスイと通り過

ぎる姿が羨ましい。到着した翌日のキ

ャンパスツアーでは、視界前方にいき

なリマンション群が飛び込んできたの

には皆息を飲んだ。大学院生を中心に

国際交流室 五所恵実子

10,000人が住めるというその一角は

新しい学生寮で、中でも留学生用の

宿合は 21階建てで約 1,000人 が住む

ことが出来る。音『屋には家具、トイレ、

シャワー、冷房等が完備し寮費は日

本円で月額 3万円。キャンパスの東

側にある昔ながらの、一部屋に二段

ベッドで 6人から 8人が生活する中

国人学生寮の年 7千円と比べれば非

常に恵まれた環境である。

今回の訪間で一番印象的だったの

は復旦大学の学生が皆持っている、学

ぶことに対する熱意と自分の将来に

対する明確な考えであった。滞在中に

行った討論会では日中の大学教育を

比較し、何故科学を学ぶのかというこ

とについて英語で議論したが、復旦大

学の学生の英語による自己表現能力

の高さと将来に対して、一人一人がそ

れぞれ自分の考えと目標をはっきり

と持っている姿勢には感銘を受けた。

彼らの視野は広 く、科学者になる以

外の道も自分の選択肢の中にはあり、

将来的にどうするかは先にいってか

ら決めるという考えを持つ学生や、科

学を学んだ後にビジネスを起こした

いと思っている学生もいる。ある学

生は復旦大学を選んだ理由として、清

華大学への進学を選ぶことも可能で
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あつたが、試験の成績から清華大学で

は生命科学を専攻することが難しいと

判断し、自分が希望する生命科学を学

べる復旦大学を選んだと話していた。

夜 9時半。キャンパス内ではどの教

室も自習室と化し、宿題や翌日の授業

の予習、そして G皿 や TOEFLの勉強

をする学生で一杯である。大学の正

門脇にある書店を覗けば、そこには

GREと TOEFLの参考書が山と積まれ、

英語を学ぶ意気込みが伝わってくる。

中国には 1,000以上の大学や研究所

があるがそれでも人口比に対する大学

の数は十分ではなく大学に進学するこ

とが出来る学生は極々限られており、

彼らは国を背負って立つという使命感

と同時に将来に対する大きな希望を持

つて今を生きている。

今回の中国訪間は上海の街に溢れる

エネルギー、古いものと新しいものの

狭間で取り残されそうになりながらも

必死に生きる人々、そして復旦大学の

学生の学ぶことに対する貪欲で真摯な

態度を肌で感じ、実感出来た貴重な体

験であり、参加した学生にとって自分

の今後の研究生活、生き方を考える上

でこれまでに行われた 3回のプログラ

ム中、最も強烈なインパクトを与えた

訪間となったように思う。

プログラム実現に際しては東大理学

部の教職員の皆様を始め復旦大学の学

生、スタッフの方々、特に国際交流

室のシュエさんには大変お世話になっ

た。彼の素晴らしい英語力とサポー ト

なしには今回の訪間は有得なかったで

あろう。この場をお借りして心から感

謝申し上げるとともに、このような学

生交流プログラムが今後も継続的に実

現されることを願っている。

復旦大学ゲストハウス 化学館の前にて



2002年度理学部海外渡航では

中国上海にある復旦大学に行って

きました。

大学は想像以上に広 く、また

非常にきれいでした。特に驚かさ

れたのは 10,000人 も収容できる

大学寮でした。この寮は日本の公

団住宅と似ており大学内の一つの

地区にすべて収まっているのです

が、設備が整っており東京大学の

それとは雲泥の差がありました。

復旦大学は数学系が強いらし

く、数学科の建物も他より大きめ

でした。私達が到着した前日にあ

る有名な数学の先生が亡くなられ

たようで学内の各地には追悼の札

と鶴が掛けられていました。一方、

理学部の研究室の中では特に生命

系が重点化されており、Sta∬・施

設とも充実しておりました。また

学部生の授業・実験も見学させて

いただきましたが、概ね東京大学

のそれと近い印象を受けました。

復旦大学では各学科から選ばれ

た 10名の学生が私たちを出迎え

てくれました。彼らは皆英語が上

手で、また私達に休みなしに話し

かけてくれました。またディベー

トでは学生教育のあり方 。問題点

について、各人の意見を聞かせて

もらいました。誰もが自由な考え

を持っており、共産主義に見られ

る画一的な雰囲気はまったく見受

けられませんでした。

上海市街、郊外、周辺部など様々

な場所を歩いてみて多くのことに

気づきました。例えば市街部とそ

の周辺では貧富の差が大きく、市

街に行くほど照明が明るくなって

いったことは印象的でした。自転

車はもちろんのこと、タクシー 。

バスの数が非常に多く、また工事

現場も多々見られました。

この申国という発展途上国は

非常に忙 しく、週末も働き続け

る人々を見て、休むことを知 ら

ないのではないかと思えるほどで

した。長い歴史・多くの文化 。そ

して巨大な人口を抱えるこの国

が、そして半世紀以上共産主義で

あったこの国が、資本主義を取り

入れて今まさに、新たな体系を作

り上げようとしている瞬間を目の

当たりにして言い知れぬ期待と不

安を覚えつつ、一方で活力と希望

であふれた若い世代と、時代の急

速な変化に遅れを取つた老世代の

間に、貧富の差という形で葛藤が

生じているのが悲しい位に分かり

ました。直接には貧しい人々との

交流が無かったのが少し残念です

が、それでも視覚による情報だけ

で、その凄まじさは伝わつてきま

した。

しかしすべての人が必死で生きて

いることに間違いはなく、「常に

挑戦し続ける」という目をしてお

りました。私たちを迎えてくれた

復旦大学の学生たちもまた、国際

社会を視野に入れた広い考えを持

っておりました。こういった活力

は現在の日本には無いもので、是

非見習うべきだと思います。

今回の渡航日程は、アメリカに

よるイラタヘの攻撃開始と同時の

出発で、不安と緊張の中での出航

でした。こういった微妙な時期と

いうこともあって、他国を訪問す

るということに対して複雑な思い

入れがありました。しかし “3,4

年次の学生 10名が集い、復旦大

学の学生 10名 と国際交流を交わ

す"というすばらしい機会に恵ま

れ、その他国を「垣間見」ること

でより広い視点を持つことができ

たという、代え難い財産を得るこ

とができました。そして、これこ

そが国際交流だ、と威張れるよう

な経験もできました。

最後に、終始献身的にサポー ト

していただいた五所さんはじめ国

際交流室の方々に厚く御礼申し上

げます。

森田 耕平化学科

国



あとがき

新しい年度の最初の理学部・理学系研究科ニュースをお届けします。前号からスタイル・内容を変化させまし

たが、いかがでしょうか。読みやすい構成になったと、何人の方からはお褒めの言葉をいただいています。

この広報誌の内容は、一般の方にもわかりやすい内容であるように心がけています。皆さんが読み終わったら、

ご家族や友人 。後輩に見せてください。皆さんが研究している、あるいは学んでいる場所を、理解していただく

一助になるのではと思います。シリーズの実験生物ものがたりは、これまでにない切り口で研究を取り扱っていて、

専門知識のない方にも読みやすいと思います。前号からはじまったインタビュー記事などは、一般の方や学生に

も面白い内容になっています。今号のインタビュー記事は、はからずも、私の研究室の学生である倉橋さんによ

るインタビューになりました。研究熱心な (私はしばしば終電で一緒になります)野本先生の別の面を知ること

ができました。14,5年前に私がアリゾナでポスドクをしていたとき、野本先生の超新星の数値シミュレーショ

ンの講演を (ア メリカ人に誘われて)聴きに行ったことを思い出しました。和田名誉教授には、音の貴重な写真

とともに文章をいただきました。え、あの先生がこんなに若かったの、と私も思わずニヤリとした次第です。若

手に新しい分野を自由に研究させた当時の雰囲気が、小柴先生の今回の受賞対象の研究にもつながったのでしょ

う。私たちも、この理学部 。理学系研究科を、単に研究成果を刈り取る場所だけではなく、将来に向けて種を蒔

く場所にして行きたいですね。国際交流の記事も含めて、今後も様々な記事を載せて行くつもりです。面白い材

料がありましたら、提供してください。

紙面に限りがあるために、研究ニュースと新任教官紹介は、基本的にはホームページヘの掲載とすることにな

りました。その中でも多くの人の興味を引く内容のものは、積極的に広報誌にも取り上げていくつもりです。こ

れからも理学部 。理学系研究科ニュースをホームページともども応援して下さい。
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「圏

「中国は今まさに伸びているのを感じさせる国だつ

た。」細野哲昭

「上海で驚いたもの。自転車の渋滞、 トイレ、そして
勤勉な学生。」高雄良平

「大きな変化の流れとその中での個々人の強い意志を

感じました。」佐藤政寛

「国境を越えて同世代の学生と見知り会えるという、

すばらしい体験をしました。」森田耕平

「復旦大学の学生の心意気に大いに刺激を受けること

ができました。」宮本尚史

「上海は車も人も忙しく走り回つて楽しかったです。」

笹野匡紀

「発展著しい中国、上海を訪間でき、多くのことを学ベ

ました。」秋吉文悟

「より大きな視点で科学の社会的側面を考え直す事が出

来ました。」Jヽ麦真也

「今回出逢った復旦大学の学生といつかまた会える日が

楽しみです。」北田祐介

「この機会に,中 国の大学や研究などについていろいろ
わかった。その上、中国人の友達ができてとても楽し

い経験だつた。」イリエシュ ラウレアン
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